
1 

２０２４年 10月吉日 

国立大学法人筑波大学 

国立大学法人筑波大学 『野球・ソフトボール室内練習場』の整備について 

国立大学法人筑波大学（学長 永田恭介、以下 筑波大学）と関彰商事株式会社（代表取締役社長 関正樹、以下 関彰商

事）は、筑波大学の特色を生かしたスポーツ活動の充実や最先端のスポーツ科学に基づいた指導や人材育成、さらには野

球等の研究の進展を目指し、新たに「野球・ソフトボール室内練習場」を整備することをお知らせいたします。 

パース図 

○筑波大学の特色と本プロジェクトの意義

筑波大学は、日本の国立大学として、1973年の設立以来、学際的な研究と教育を推進し、幅広い学問分野で最先端の研

究と実践的な教育を行っています。自然科学から社会科学、人文科学に至るまで、多様な分野での研究が行われており、ス

ポーツ科学においても多くの研究が進められています。 

 このたび整備する「野球・ソフトボール室内練習場」は、筑波大学のこれらの特色を最大限に活用し、スポーツ活動の充実

や授業、課外活動を拡充するための重要な施設です。さらに、最先端のスポーツ科学に基づいた指導と研究を進めるため

の拠点としても機能します。  
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○整備内容

筑波大学は学内資産を有効活用し、授業や課外活動のさらなる充実、研究の活性化を図るため、2023年12月に公募を実

施し、関彰商事を選定しました。事業契約書は 2024年9月に締結済みです。 関彰商事が施設整備を担当し、完成後は筑

波大学に所有権を移転する予定です。移転された施設については、大学業務に支障のない範囲で関彰商事に使用を認

め、事業収入による費用回収と維持管理運営を行います。2025年 9月1日の開設を目指し、2024年 10月より整備を開始し

ます。事業契約期間は 2041年 3月までの 15年間です。 

内観 

内部レイアウト 
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○施設の運営と地域貢献

新しい施設では、筑波大学と関彰商事が協力し、タイムシェア方式による効果的な運営を行います。平日昼間に筑波大学

の授業や硬式野球部等の活動で利用、平日夜間には関彰商事と筑波大学の共同研究、一般向け施設利用やスクール、運

動の分析プログラムの提供などで利用予定です。 

 このように施設を最大限に活用し、筑波大学の授業の充実と課外活動支援を拡充することはもちろん、地域住民のスポー

ツ活動の充実やトップアスリートの支援、育成をいたします。  

 筑波大学は「知の創造」と「人材育成」を理念に掲げ、社会に貢献する知識と人材を育てることを目指しています。関彰商事

も地域社会に貢献することを経営理念に掲げており、両者の協働により、学生・教職員への教育研究環境の向上と地域への

還元を実現する場を提供してまいります。 

○関彰商事について

商 号：関彰商事株式会社 

代 表 者：代表取締役会長 関 正夫（せき まさお） 

代表取締役社長 関 正樹（せき まさき） 

創 業：1908年2月 6日 

設 立：1938年1月 

本 社：下館本社 〒308-8512 茨城県筑西市一本松1755-2 

つくば本社 〒305-0051 茨城県つくば市二の宮 1-23-6 

事業内容：エネルギー（卸売、小売、SS運営、機器販売等） 

モビリティ（カーディーラー、レンタカー等） 

ビジネス（オフィス機器、IT機器、システム開発、人材サービス等） 

ライフ（モバイルショップ、コンビニ、高齢者サービス等） 

H    P：https://www.sekisho.co.jp/ 

【問い合わせ先】 

筑波大学体育スポーツ局 
T E L  :  029-853-5779  
E-mail :  bpes_admi_koho@un.tsukuba.ac.jp 

https://www.sekisho.co.jp/

